
コ
フ
ロ
ッ
ク

　
コ
フ
ロ
ッ
ク
は
創
業
以
来

年
、

流
体

気
体
・
液
体

の
微
少
流
量

域
の
計
測
・
制
御
技
術
の
専
門
メ
ー

カ
ー
と
し
て
、
歩
み
を
続
け
て
い

る
。

　
同
社
は
今
年
、
本
社

工
場

京
都
府
京
田
辺

市

隣
接
地
に
新
工
場

を
建
設
す
る
。
完
成
は
９
月
予
定
。

経
営
の
一
体
化
と
生
産
性
の
向
上
・

研
究
開
発
の
充
実
を
目
的
と
し
て
い

る
。

　
新
工
場
の
敷
地

３
５
０
０
平
方

は
取
得
済
み
で
２
階
建
て
、
延

べ
床
面
積
は
１
９
８
０
平
方

と
な

っ
て
い
る
。

　
新
工
場
で
は
、
大
手
半
導
体
メ
ー

カ
ー
向
け
な
ど
に
需
要
の
多
い
液
体

流
量
計
の
増
産
体
制
を
整
え
る
。

　
そ
の
ほ
か
、
精
密
計
測
・
制
御
パ

ー
ツ
の
生
産
に
向
け
た
ク
リ
ー
ン
ル

ー
ム
や
最
新
設
備
を
増
強
し
、
新
製

品
の
開
発
体
制
を
強
化
す
る
。
食
品

・
環
境
・
医
療
な
ど
の
分
野
へ
の
参

入
を
目
指
す
。

　
新
工
場
の
建
設
に
伴
い
、
各
種
ガ

ス
発
生
装
置
組
み
立
て
や
電
子
式
流

量
計
・
バ
ル
ブ
な
ど
の
生
産
を
行
っ

て
い
た
宇
治
田
原
工
場

京
都
府
宇
治
田
原

町
、
敷
地
面
積
１
万
１

１
８
４
平
方

は
売
却
す
る
。

　
生
産
や
従
業
員
を
シ
フ
ト
す
る
こ

と
に
よ
り
、
生
産
体
制
を
再
構
築
す

る
。

竹
中
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

　
竹
中
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
は
、
竹

中
セ
ン
サ
ー
グ
ル
ー
プ

Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ

Ｘ

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
・
情
報
機

器
メ
ー
カ
ー
。
多
様
な
施
設
を
対
象

に
最
適
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
シ
ス
テ

ム
と
機
器
の
提
供
を
事

業
の
柱
と
し
て
い
る
。

　
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

用
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
用
、
自
動
ド
ア
・

シ
ャ
ッ
タ
ー
制
御
用
、
保
安
用
、
温

度
監
視
用
、
車
両
・
道
路
・
交
通
・

駐
車
場
用
、
環
境
保
全
用
、
情
報
制

御
用
と
、
多
く
の
分
野
の
シ
ス
テ
ム

機
器
を
展
開
し
て
い
る
。

　
２
月
に
は
ヘ
ル
ス
ケ
ア
機
器
の
専

門
サ
イ
ト
を
開
設
し
た
。
セ
ン
サ
ー

専
門
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、
利
用
者
の

要
望
に
応
え
る
ヘ
ル
ス
ケ
ア
機
器
の

情
報
を
提
供
す
る
。
老
人
福
祉
施

設
、
病
院
、
高
齢
者
専
用
住
宅
な
ど

の
シ
ス
テ
ム
事
例
と
、
徘
徊
お
知
ら

は
い
か
い

せ
、
生
活
安
心
、
安
全
、
緊
急
呼
び

出
し
、
表
示
盤
な
ど
、
製
品
カ
テ
ゴ

リ
ー
の
両
面
か
ら
情
報
を
得
ら
れ

る
。

　
特
に
老
人
な
ど
の
徘
徊
を
検
知
す

る
「
セ
ン
サ
ー
付
き
ア
ク
セ
ス
コ
ー

ル
受
信
機
」
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。
セ
ン
サ
ー
と
受
信

機
の
一
体
型
で
、
玄
関

な
ど
の
天
井
に
設
置
し

老
人
が
身
に
つ
け
た
送
信
機
か
ら
の

電
波
を
受
信
。
さ
ら
に
人
の
動
き
を

と
ら
え
る
セ
ン
サ
ー
も
備
え
、
電
波

と
の
両
機
能
に
よ
り
高
精
度
に
徘
徊

を
検
知
す
る
。

片
岡
製
作
所

　
片
岡
製
作
所
は
１
９
９
３
年
か
ら

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
二
次
電
池
用
充
放

電
検
査
装
置
の
製
造
販
売
を
行
っ
て

い
る
。
国
内
外
の
二
次
電
池
メ
ー
カ

ー
に
納
め
、
シ
ェ
ア
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
。
同
装
置
は
高
品
質

な
二
次
電
池
の
製
造
に

必
要
で
、
デ
ー
タ
管

理
、
充
放
電
電
源
、
計
測
制
御
部
、

プ
ロ
ー
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
、
自
動
容
量
選

別
機
、
搬
送
部
で
構
成
す
る
。
全
体

で
シ
ス
テ
ム
製
品
と
し
て
提
供
で
き

る
の
も
強
み
だ
。

　
片
岡
宏
二
社
長
は
「
当
社
の
二
次

電
池
充
放
電
検
査
装
置
は
業
界
標
準

と
な
っ
た
」
と
強
調
す
る
。
検
査
時

に
放
電
し
た
電
気
を
一
次
電
源
に
回

収
す
る
「
回
生
電
源
」
技
術
も
開
発

し
た
。
放
電
に
よ
る
熱
上
昇
も
抑
え

ら
れ
る
た
め
、
空
調
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

も
低
減
で
き
る
。
放
電
電
気
の
再
利

用
と
合
わ
せ
、
二
重
で
省
エ
ネ
効
率

を
高
め
ら
れ
る
技
術
を
確
立
し
て
い

る
。

　
一
方
、
主
力
の
高
性
能
な
レ
ー
ザ

ー
装
置
で
も
環
境
関
連
事
業
を
創
出

し
た
。
例
え
ば
微
細
加
工
用
途
向
け

の
レ
ー
ザ
ー
装
置
は
、
太
陽
電
池
の

発
電
効
率
向
上
に
必
要

な
さ
ま
ざ
ま
な
加
工
用

途
に
対
応
が
可
能
。
ほ

か
に
も
、
デ
バ
イ
ス
が
小
型
化
す
る

流
れ
に
あ
る
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
の

最
先
端
分
野
で
需
要
を
開
拓
し
て
い

る
。

星
和
電
機

　
星
和
電
機
は
主
力
の
道
路
・
ト
ン

ネ
ル
用
照
明
分
野
で
発
光
ダ
イ
オ
ー

ド

Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
の
提
案
に
力
を
入

れ
る
。
２
０
１
１
年
に
は
、
国
土
交

通
省
が
同
年
公
表
し
た
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
道

路
・
ト
ン
ネ
ル
照
明
導

入
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

案

」
に
適
合
す
る

高
速
道
路
や
一
般
国
道
向
け
の
照
明

器
具
「
デ
ル
ガ
」
や
ト
ン
ネ
ル
照
明

器
具
「
Ｋ
Ｗ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
」
な
ど
製
品
の

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
を
拡
充
し
た
。
省
エ

ネ
や
長
寿
命
と
い
っ
た
点
を
ア
ピ
ー

ル
し
て
既
存
顧
客
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
を
進

め
る
と
と
も
に
、
新
規
顧
客
に
も
Ｌ

Ｅ
Ｄ
の
長
所
を
訴
求
し
て
需
要
を
取

り
込
む
。
加
え
て
産
業
用
分
野
で

も
、
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
提
案
を
推
進

す
る
。
　

　
配
線
保
護
機
材
分
野
で
は
折
り
取

り
式
の
配
線
ダ
ク
ト
、
カ
ッ
チ
ン
グ

ダ
ク
ト
の
新
製
品
「
Ｈ
Ｑ
Ｄ
シ
リ
ー

ズ
」
が
製
法
上
の
問
題
を
解
決
し
た

と
し
て
好
評
だ
。
配
線
を
通
す
穴
が

底
部
ま
で
開
い
て
お
り
、
幅
も
広
い

た
め
ケ
ー
ブ
ル
が
取
り
出
し
や
す
く

な
っ
た
。
ま
た
、
側
片
を
底
面
か
ら

折
り
取
れ
る
よ
う
に
し
た
こ
と
で
立

ち
上
が
り
部
分
が
残
ら

ず
、
配
線
の
被
覆
材
を

傷
つ
け
に
く
い
。
ダ
ク

ト
上
部
を
ニ
ッ
パ
ー
な
ど
で
切
断
し

て
折
り
曲
げ
る
こ
と
で
、
長
さ
方
向

に
簡
単
に
折
り
取
れ
る
よ
う
に
し

た
。

京都のモノづくり力
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